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《第３１期 管理組合通常総会のお知らせ！》 

管理規約第４３条第３項の規定に則り、第３１期管理組合通常総会を下記の要領で開催します。 

総会は管理組合の最高意思決定機関です。ご多忙中とは思いますが、繰り合わせの上、 

出席ください。出出欠欠票票・・委委任任状状のの締締めめ切切りりはは１１１１月月２２２２日日（（火火））でですす。。管理事務所に特 

設しています投函箱へ提出をお願いします。管理事務所の業務時間外には管理事務所の 

ドアポストへ投函ください。 

毎年、この締切日までに提出される出欠票の数は、総会開催の要件を満たしていない 

のが現状です。総会議案書を受け取り後は速やかにご提出をお願いします。 

－ 記 － 

開催日時：平成２８年１１月２６日（土）午後７時から 

開催場所：加古川グリーンシティ集会所ホール 

《こんなことがありました！》 

 先月の初旬、ガス漏れ警報器の期限切れによる誤作動が発生しました。夕方から３時間程度インターホン

から「ガス漏れです～」と発報し続けました。当該住戸の方が外出から帰ってこられたので止めることが出

来ましたが、お留守や外泊等で連絡がつかない場合は発報と止めることが出来ません。この事象を活かすた

めに、ガス漏れ警報器の期限が切れていないかを各戸でご確認（機器の側面に期日あり）ください。期限切

れの場合は、ガス会社に機器の更新を依頼してください。専有部につき、この場合の更新費用は各戸の負担

となります。 

 

  

 

《第３２期 管理組合通常総会のお知らせ！》 
管理規約第４３条第３項の規定に則り、第３２期管理組合通常総会を下記の要領で開催します。 

総会は管理組合の最高意思決定機関です。ご多忙中とは思いますが、繰り合わせの上、出席ください。出欠

票・委任状の締め切りは１１月２１日（火）です。管理事務所に設置しています投函箱へ提出をお願いします。

管理事務所の業務時間外には管理事務所のドアポストへ投函ください。 

毎年、この締切日までに提出される出欠票の数は、総会開催の要件を満たしていないのが現状です。総会議案

書を受け取り後は速やかにご提出をお願いします。 

－ 記 － 

開催日時：平成２９年１１月２５日（土） 

午後６時３０分から重要事項説明 

午後７時から管理組合通常総会 

開催場所：加古川グリーンシティ集会所ホール 

《こんな事業を行いました！》 
 昨年の総会で承認された今期の事業（詳細は総会資料をご覧ください）は下記の通りです。 

① インターホンの更新：本年２月にモニターありとモニターなしの施工 

② 集会所改修：組合活動や自治会行事、避難所等としての活用 

③ 敷地西側の水路への床板工事：災害時の避難場所及び避難経路の確保 

④ 玄関ドア更新：本年１１月末日の完成を目標として工事が進行中 

居住者のご理解・ご協力により事故もなく工事が完了しつつあります。ありがとうございます。自分たち

が生活する中で、“住みやすく”“過ごしやすく”“安心安全”を念頭に事業を今後も進めてまいります。

来期も事業遂行に、ご理解・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

◆玄関扉の改修について◆ 

改修工事は、Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ棟はすべて完了し、現

在Ｂ棟の工事中です。工事完了後に不具合がみつかる

場合がありますので、再度確認を願います。もし何か

不具合等がある場合は、改修ご意見書に内容を記載の

上、管理事務所に提出をしてください。 

今後とも、ご理解・ご協力を願います。 

 

以下に、Ｂ棟・Ａ棟・Ｇ棟の工事予定を示します。 

 

棟 工事期間 備 考 

Ｂ棟 
１０/２８～１１/１４ 

１１/１４～１１/２１ 

１４Ｆ～５Ｆ 

４Ｆ～１Ｆ 

Ａ棟

Ｇ棟 
１１/２１～１１/２８ 全 戸 

 

 

 

〈花で豊かに〉 

 園芸部の方々を中心に、冬に耐え春を呼ぶ花『ビ

オラ』の苗植えを行います。 

 市の緑化計画に申請し、ビオラの苗を２００本い

ただきました。 

 プランターに植えて、各棟のエントランス付近や

ふれあい公園に設置したいと思います。 

 １８日（土）９時から、Ｅ棟前の東屋公園で苗植

えを行いますので、草花に興味をお持ちの方は、ぜ

ひご協力をお願いします。 

 

〈都市計画道路変更案について〉 

 以前から計画されている『国道２号線の線形およ

び幅員の改善案』に変更があります。 

 各棟掲示板にてお知らせしますので、確認をお願

いします。 

mailto:kanrikumiai@greencity.gr.jp
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 ②リーダーの判断と決断、迷わず行動 

五兵衛が津波を目視する前に「大地震＝津波襲来」

を判断。この緊急事態を村人に伝える時間も手段もな

い。うかつに半鐘を鳴らせば、村人は混乱するだけと

判断し、大切な稲むらに火を付ける決断と、大火にす

ることで避難路の照明確保と誘導灯の機能も合わせて

持たせた行動が、生死を分けたといえます。 

③人間愛と道徳観 

最も大切なものは「大切な人の命」と考え、「大切

な人の命を守るには、損失は覚悟の上」という崇高な

精神は、五兵衛の人格と品行、そして日常の村民との

付き合いの深さを感じます。 

④日頃からの人間関係の大切さ 

災害時は「助け合いの精神（共助）」 

が重要です。もし村人との関係が普段からそんなに深

くなく、悪かったとしたら、五兵衛は大切な稲むらを

燃やすという犠牲を払わなかったのではないでしょう

か。また、五兵衛が村人の年貢をちょろまかすような

悪徳庄屋であったとしたら、村人も庄屋さんの家の火

事を消そうと急いで高台には登らなかったのではない

でしょうか。一時の見せかけだけの正義面や似非共助

では、人の命は救えないことが判ります。 

【「稲むらの火」からの結果】 

災害時の短期的な行動だけではなく、 

長期的な「命の尊さ、大切さ」を継続し受け継いだ

「伝承」が、次の災害で命を落とす人を少なくできた

結果であり、そこに至るには日常の生活の中で地域の

人と善意の心でコミュニケーションをとり、自分勝手

な悪がしこさもズルイこともせず、村人と共に歩んだ

結果が「多くの人の命を救えた」ということです。 

また、私財を投げ打って次の災害対策「津波堤防建

設」という防災行動は、津波堤防建設で生み出す雇用

で地域から人口流出歯止めと、地域住民の郷土愛向上

を図る「津波が襲来するこんな町だとしても、このま

ちに住み続けたい」と意識づけた「自分のまちを好き

になろう計画」が何百年という年月を経過した今日に

も根付く壮大なプロジェクトとして成功しています。 

【「惑わされない予防保全活動」を行うには？】 

短期的に終わるような行動や活動ではなく、梧陵さ

んの偉業「住民百世の安堵を図れ」という、根気強く

長期的な行動計画と活動指針が必要となります。その

為にも、防災や災害対応の専門知識の習得、正しい判

断力の向上、チーム力の拡大など、まちづくりデザイ

ンとして構築しなければなりません。 

私たちのまちは「次の世代から預かっている」とい

う意識を持つことが大切です。今よりもより良くして

次の世代に受け渡すことが「本当のまちづくり」では

ないでしょうか！      次回は「まちづくり」 

今回は、小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）の著書

「稲むらの火」の主人公濱口梧陵（五兵衛）さんの偉

業「住民百世の安堵を図れ」から「惑わされない予防

保全活動」を考えます。 

 「稲むらの火」というのは、1854(安政元年)に発生

した安政南海地震の時の実話をもとに生み出された世

界的にも有名になった津波防災のお話しです。 

【「稲むらの火」のプロローグ】 

舞台は和歌山県有田郡広川村（醤油発祥の地）、主

人公の五兵衛は実在の人物で、モデルとなったのは、

紀州（和歌山）、総州（千葉銚子）、江戸で代々手広

く醤油製造業を営む濱口家（現ヤマサ醤油 

）七代目当主の濱口梧陵。 

【「稲むらの火」のあらすじ】 

沿岸の高台に住んでいた庄屋の五兵衛は 

大きく長い地震（安政南海地震）が収まっ 

た後に、海水が沖に引き、海岸に広い砂浜や岩底が現

れたことから、津波の襲来を察知した。 

村では、地震の後片付けや豊年を祝う宵祭りの準備

に気をとられ、誰も津波の前兆に気付いていなかっ

た。そこで五兵衛は家の若者たちに命じ、収穫したば

かりの自分の田のすべての稲むらに火をつけた。すで

に日没の状況で、あたりは薄暗く、稲むらの火は天を

焦がした。庄屋さんの家の方角に上がった火の手を見

た多くの村人が、庄屋さんが火事だと考え、火を消そ

うと大声を出しながら、みんなで高台に登った、その

直後に大津波が村を襲った。その時村人は、五兵衛の

稲むらの火に救われたことを知ったのです。 

【「稲むらの火」からの教訓】 

五兵衛が迷わず、短時間で「津波の襲来」を予測で

きたのは、先祖代々受け継がれた「大きな地震の後に

は津波が来る」という言葉が、しっかりと理解され心

の中に刻み込まれていたからです。先祖代々受け継が

れた「継続した知識」が多くの人の命を救うことにな

ったのです。この「継続した知識」の礎となったもの

は、過去に地震後の津波で多くの人が命を落としたこ

とを無駄にせず、受け継ぎ伝え続けた「教訓」が役に

立ったということです。 

【「稲むらの火」からの考察】 

①地震や津波に関する知識が身を守る 

単なる「地震が起きると、津波が来ることを知って

いた」というものではありません。洞察力、想像力、

決断力から、地震後の津波発生の予知、津波前兆の察

知。そして、直後の被災想定や被災シナリオをイメー

ジする能力「地震が起きると津波が来ることを理解し

ていたこと」が多くの村人の命を救ったのです。 
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 １０月は、あちらこちらで『祭り』が行われていま

したね!！近くでは有名な“灘のけんか祭り”が広く知

られていますが、地域住民が一丸となって『祭り』に

情熱を向けると耳にしたことがあります。それほど熱

い想い、『祭り』に対するワクワク感が、子どもの頃

から住民の心に根付いているからなのでしょうね?! 

身近な所でも、多くの『祭り』が繰り広げられてい

ました。そんな中、私は、『子ども神輿』の行列に、

出合う機会があり、そこで感じたことがありました。 

 一度目は、運転中に神輿の列とすれ違った時です。

道幅が狭いので通り過ぎるのを待とう！と道路端に停

車していました。神輿の周りには、何人かの大人が子

どもを守りながら付き添っていて、車中で待っている

私に、次々に「すみません」「ありがとうございま

す」と声をかけたり、頭を下げたりしながら進んでい

かれたのです。私も、一人ひとりの方に笑顔で頭を下

げ返しましたが、そのグループの子ども達は、そんな

大人の姿を見習うように、私の顔を見ながら満面の笑

みを返してくれました。どの子も生き生きとし、自ら

喜んで『祭り』に参加しているなぁ～!！と感じさせ、

待ったかいがあったと思わせてくれて、私の気持ちも

ホッコリしました。 

二度目はその一週間後です。別の地域の『子ども神

輿』を見ることになったのですが・・・先週の気持ち

良く通り過ぎて行った行列のことを思い出しながら、

今度は期待感でウキウキして待っていました。その

時、付き添う大人たちの中に、３人の若いお母さん達

が並んで歩いて来る姿が目に留まりました。私と目が

合ったのですが、その３人は意外にも会釈するどころ

か、プイとそっぽを向き、暗い表情で通り過ぎて行き

ました。その後にはそのグループの子ども達が続いて

いましたが、綱に引かれ、しんどそうにダラダラと歩

く姿だけが印象に残ったのです。子ども達の打つ太鼓

や鐘の音も弱く・・・きっと、終盤の疲れで、大人も

子どもも力尽きたのかな？とは思えたのですが、最後

尾に付かれていた年配の２人の方が「ありがとうござ

いました！」と、元気な声で言われたことで、これ

は、身体の疲れの問題なんかじゃない!!と思ったので

す。２つのグループの大きな違いは何だろう？それ

は、私だけの見解かもしれませんが・・・子ども達が

『祭り』に関する楽しさや、観客に見てもらう喜びを

実感できるような手助けを、大人 

が率先してやっているかいないか 

の問題じゃないかと思いました!! 

重要なのは“子どもは大人の姿を 

見習い、そして、育っていく！” 

ということではないでしょうか?! 

ご意見、ご要望などをどしどしお書きください。（ご記名をお願いします）   

 

＜廃品回収のお知らせ＞ 

月 日：１１月２５日（土）雨天は２６日（日） 

場 所：各棟ゴミステーション 

＊当日の朝８時までにお出し下さい。 

ご協力をお願いします。 

＜来年度新入生の方＞ 

地区ＰＴＡまでご連絡ください。 

 

１０月１４日の全員集合 

会は、たくさんの方々に参 

加していただきました。 

応援してくださった方、 

また、ご協力いただいた方、 

本当にありがとうございま 

した。 

 
 
 
 

恒例の「ふれあいもちつき大会」の季節がやってき
ました。 
 お餅をついたり、お餅を丸めたり、積極的な参加を
お待ちしています。 
 おろし餅、きなこ餅、ぜんざい以外に変わったお餅 
の食べ方を教えてください。 
 
 

 
「ふれあいもちつき大会」のポスターを以下の要領

で募集します。どしどし応募してください。 
力作にはささやかながら賞品を用意しています。 

応 募 要 領 
応募資格：グリーンシティに居住されている方 
提出期限：１２月９日（土） 
提 出 先：管理事務所 
応募用紙：４つ切画用紙（各自でご用意ください） 
内  容：水彩絵具、クレパス、クレヨンなど何で

も結構ですが、ポスターの中に以下の文
字を入れてください。 

「ふれあいもちつき大会」 
日 時：１２月２３日（土） 午前１１時から 
場 所：Ｂ棟ファイヤーレーン  

なお、応募作品については返却できませんのでご了
承ください。 
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by 南雲風助（なぐもふうすけ） 

    棟     号    氏名                  

応募締め切り日：１１月３０日 

提 出 場 所：管理事務所  
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by 南雲風助（なぐもふうすけ） 

  

    棟     号    氏名                  

ﾌﾘｶﾞﾅ 

どしどしご応募ください！ 
 

１１月の答え 

応募用紙 

先月号の正解 

≪次の問いに答えてください≫ 

➀１１月１８日に園芸部が植える花の名前は、『○○○』。 

 

②１２月の卓球は、１２月◯日にあるでしょう。 

 

③第３２期管理組合通常総会の委任状の締め切りは？ 

 

 

朝夕冷え込む季節になりま

したがお元気でお過ごしでし

ょうか。今回は「いきいき百

歳体操」を行います。椅子に

座ってゆっくりと手足を動か

す運動です。誰でも出来る体

操ですので、多くの方の参加

お待ちしております。 

日 時：11 月 25 日（土） 

     9 時 30 分～12 時 

場 所：集会所ホール 

 

 

●小学校の秋の恒例行事の全員集合会、とても 

 楽しかったようです。悪天候の中、役員の皆 

さんお疲れ様でした！！    Ｄ棟居住者 

●なかよしひろばの「新聞紙でコサージュ作 

り」都合で行けなかったのですが、また開催

して頂けたらなと思います。  Ｄ棟居住者 

●ドアが替わるの、楽しみです！(^O^)/ 

 Ｂ棟居住者 

 

 

 

○ ○○○ ○○さん 
○ ○○○ ○○さん 

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13
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➀１１月２５日  
②１０月２０日  
③新聞紙 
正解者３２名の内
厳正な抽選の結果
５名の方に図書カ
ー ド を 進 呈 し ま
す。 
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